
　大規模な災害発生直後は、電話の不通や道路の寸断な

どにより、消防や警察などの公的機関は現場に到着でき

なかったり、到着が大幅に遅れたりするなど、十分な対

応ができない可能性があります。

　このようなときには、

近所の人や自主防災組織

などが協力しながら、地域

ぐるみで安否確認や避難

支援などの対策を行うこと

が重要となります。

【要介護の人】
　①介護保険の要介護３以上の人

【障害のある人】
　②身体障害者　

　・視覚障害１、２級の人

　・肢体不自由１、２、３級の人

　・聴覚音声障害２級の人

　・内部障害１、２級の人

　③知的障害者

　・療育手帳 A、Bの人

　④精神障害者

　・精神障害者保健福祉

　　手帳１級の人

【高齢者】
　⑤７０歳以上の一人暮らしの人

　⑥７５歳以上の高齢者のみの　

　　 世帯の人

古賀市福祉課（古賀市庄２０５番地　サンコスモ古賀内　☎ 942－ 1150）

安心して暮らせるまち古賀をめざして・・・

＊古賀市災害時要援護者台帳への登録をお願いします＊

　市では、災害時に自力で避難することが困難な高齢者や障害者の
みなさんに、安全・確実に避難していただくために、「古賀市災害時
要援護者避難支援プラン（全体計画）」を策定しました。
　このプランをもとに、災害発生時や、災害のおそれが高まったと
きに支援が必要な方々に対して、災害に関する情報伝達や避難誘導
などの支援体制について地域のみなさんとともに整備し、安心して
暮らせるまち古賀をめざしたいと考えています。

なぜ、地域での避難支援が
必要なの？

避難支援の対象になる人は
だれなの？

地域で安心してくらすために

在宅で生活する①～⑥のみなさんが

「災害時要援護者」として対象となります。

　災害時の避難支援の基本は日頃からの地域の助け合い「共助」

です。要援護者台帳への登録は災害時に地域の助け合いにより被

害を減らそうとする取組みの一つであり、登録したからといって

災害の状況によっては必ずしも支援を受けられるとはかぎりませ

ん。また支援する方が責任を負うものでもありません。支援を希

望する方自身も常に自分の身は自分で守るという「自助」の意識

を持って日頃から積極的に周りの人とコミュニケーションをとる

ように心がけましょう。

登録した名簿は避難誘導、安否確認、
防災訓練などの支援に役立てられます。

支援を希望する場合は
どうすればいいの？

同意確認のうえ「要援護者台帳」に登録します。

【要介護の人】【障害のある人】

に該当するみなさん
　　 市から郵送などで登録の
　　意思確認をします。

登録に同意した方の
名簿を避難支援団体に提供します。 

【避難支援団体】 （予定）

＊町内会・自治会　＊民生委員・児童委員協議会　＊消防団　＊消防本部　

＊社会福祉協議会（福祉会）など

【高齢者】に該当するみなさん
　　 民生委員・児童委員が
　　訪問し、登録の意思
　　確認をします。

氏名・性別・生年月日・住所・行政区
組合・電話番号・その他（介護認定・
障害手帳の有無）などを登録

要援護者台帳

市がとりまとめます

要援護者台帳に登録すると
どうなるの？

避難支援団体の方々は避難誘導などを円滑に行うために、「だれが、だ

れを、どこに避難支援する」という具体的な支援方法について、要援

護者台帳に登録された方と確認をとりながら、隣近所の方などの実際

の避難支援者を探してつないでいきます。そして、要援護者一人ひと

りに合わせた「個別計画」の作成を進めていきます。

避難支援の対象になる人は

在宅で生活する

地域で安心してくらすために

要
どうなるの

支援を希望する場合は
どうすればいいの？

※ほかにも、①～⑥に準じる状態の人や、

　生活の実態等から

　支援が必要であると認められる人も、　

　対象となることができます。

　福祉課にご相談ください。



平成22年　月現在

地震の時に一時的に避難する場所です。


